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Abstract: The purpose of this study is to clarify the development trend and the urban configuration in 

Mikatsuki area, Saga prefecture. This area is located in Ogi city and contiguous Saga city. The area 

has been urbanized rapidly for the last two decades. Ogi city is designated city planning area, however 

Mikatsuki area is outside of city planning area. And then, Most of buildings have been developed by 

the agricultural land act. At first, we analyzed urban configuration by space syntax theory. Next, we 

described development trend by farmland diversion. Finally, we clarified the relationship between 

characteristics of development and urban configurations. 
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１．はじめに 

 人口縮減型の社会の中で，土地利用を適切にコントロ

ールしていくことは重要な問題であり，特に郊外部にお

けるスプロール的な市街地拡大は当然抑制されるべきで

ある．しかしながら，地方都市には未都市計画指定都市

や未線引き都市が多く，また線引き都市の周辺にこうし

た都市が位置するという状況も多いという現状があり，

市町村の範囲を超えた広域的な土地利用コントロールの

検討を進めていくことも重要である． 

郊外部の土地利用コントロールに関しては，姥浦ら 1)

の論文に詳しいが，特に都市計画区域外における問題と

して，開発圧力のない山間部のみならず，中核都市近郊

の平野部であっても都市計画区域外ということがあり，

立地や用途のコントロールが不十分である旨が指摘され

ている．このように，平野部における都市計画区域外の

地区では特にスプロール化の懸念がより大きいものと考

えられる． 

 一方，近年の都市形態に関する研究を概観すると，

Hillier, B.ら 2)によって開発されたスペースシンタックス

理論を適用した都市形態解析の研究 3),4),5),6),7),8)の蓄積が進

んでおり，都市形態の解明の一助となっている．しかし

ながら，都市形態解析という視点からスペースシンタッ

クス理論を用いたこれらの研究においては，対象とする

地区スケールを重層的に扱った研究は，木川らの研究 3)

に一部みられるが，その蓄積は未だ少ない．また更に，

スケールという観点から複眼的に都市形態と開発動向に

ついて分析された研究は管見の及ぶ範囲ではみられない． 

そこで本研究の目的を，１）スペースシンタックス理

論を用い，分析する地区のスケールを変化させることに

より都市形態の持つ意味を解釈すること，２）開発動向

と都市形態との関連性について分析することの二点とす

る． 

 

猪八重：〒840-8502 佐賀市本庄町１ 

佐賀大学低平地研究センター  

Tel: 0952-28-8830,  E-mail: d3236@cc.saga-u.ac.jp 



 

 

２．対象地区の概要 

 三日月地区は，小城市の東部に位置し，佐賀市の市街

化調整区域に隣接している．小城市は，平成 17年 3月1

日に，小城町，三日月町，牛津町，芦刈町の小城郡４町

が合併し誕生した．小城市では，小城地区，牛津地区が

都市計画区域内であり，三日月地区，芦刈地区について

は都市計画区域外で，集落を除いてはほぼ農業振興地域

となっている．また，合併前の小城町，牛津町は未用途

地域指定であり，三日月町，芦刈町は未都市計画区域で

あった．小城市総合計画 9)において，市街地整備の現況と

課題として，近年，三日月地区をはじめとして佐賀市の

ベッドタウンとしての宅地開発に伴い，スプロール化現

象が見られ，都市基盤整備の非効率化が懸念されている

ことが言及されている．図－１に三日月地区及び周辺市

町村の位置及び都市計画区域，市街化区域を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．スペースシンタックス理論を用いた都市形態解析 

３．１．スペースシンタックス理論について 

 スペースシンタックス分析の基本的概念にはコンベッ

クススペース（Convex Space）とアクシャルライン（Axial 

Line）が存在する．コンベックススペースとはその名のと

おり凸状空間であり，すべての内角が 180 度未満となる

空間である．このコンベックススペースにより対象空間

のオープンスペースが分割され，コンベックスマップと

して表現される．SS理論におけるオープンスペースとは，

人が移動できる空間と定義されている．また，アクシャ

ルラインとはもっとも多くのコンベックススペースを貫

くように引いた直線であり，なるべく少ない本数でコン

ベックスマップ上のすべてのコンベックススペ－スを貫

くように，最も多くのコンベックススペ－スを貫くもの

から順に引いた直線であり，その集合体をアクシャルマ

ップと呼ぶ． 

 本研究においてはアクシャルラインに関係する指標の

うちインテグレーション値（Integration Value）を用い

て分析を行う．インテグレーション値を求めるためには

RA（Relative Asymmetry）（式１）を求める必要がある．

この値は対象とする地域全体から見た相対的な深さ

(Mean Depth)を表しており，この値が大きいほど対象と

する範囲の中でその空間（アクシャルライン）は深く入

り組んだところにあるとされ，そこに移動するためには

多くの空間（アクシャルライン）を経由する必要がある

ということを意味する． 
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MD:全てのアクシャルラインからの深さを平均したもの 

k:アクシャルラインの総数 

 

RA は対象とする範囲の規模によって影響を受けるた

め，他の対象エリアとの比較を可能にするためにDk（式

２）によって算出される補正係数を用い，式３によって

標準化を行う．さらにRAを標準化した値RRAの逆数を

取った値がインテグレーション値（式４）となる． 
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 一般にインテグレーション値が高い場合，他の空間か

らのアクセスが容易で対象エリアの中心的場所である一

方，インテグレーション値が低い場合，他の空間からの

アクセスが容易ではない分離された空間であることを示

している． 

 

図－１ 対象地区の位置と都市計画区域 



 

 

３．２． 都市形態の分析結果 

３．２．１． インテグレーション値にみる三日月町の

都市形態の特性 

 図－２はそれぞれ三日月地区内のインテグレーション

値の分布状況を示している．また，同時に人口増加の状

況も図上に重ねている．西部中央の人口増加が比較的大

きな地区においてはインテグレーション値の比較的大き

いアクシャルラインが分布している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２．２．インテグレーション値に見る三日月地区及

び周辺地域の都市形態の特性 

 さて次に，近接した地区を含めたスケールでの形態の

分析を行う．ここでは，広域的な移動効率という観点か

ら三日月地区がどのような都市形態的特性を有している

か，インテグレーション値による分析結果（図－３）を

もとに考察する． 

 図－３に示す分析範囲内において，特に旧佐賀市内に

おけるＤＩＤ地区において，比較的インテグレーション

値の高いアクシャルラインが集中している．また，旧佐

賀市－三日月地区－牛津地区を結ぶ国道３４号線及び旧

佐賀市ＤＩＤ地区－三日月地区－小城地区のＤＩＤ地区

を結ぶ国道２０３号線の値が高くなっている．この結果，

旧佐賀市ＤＩＤ地区内の多くの道路は，地区全体に対す

る移動効率がよく，また，三日月地区を縦横に貫通する

２つの国道も地区全体に対する移動効率が高いことが覗

える． 

 

３．２．３．スペースシンタックス理論による三日月地

区の都市形態の特徴についてのまとめ 

 スペースシンタックス理論を用いることにより，三日

月地区の特性として，三日月地区は移動効率の高い２つ

のアクシャルライン（国道３４号線，国道２０３号線）

を地区内に有しており，三日月地区及び近隣地域を含め

た広域的な移動効率という意味において，三日月地区は

都市形態的に比較的有利であると言える． 

 

４．三日月地区の開発動向 

次に，三日月地区内における開発動向について字レベ

ルで把握することとする．さらに，スペースシンタック

ス理論による分析結果とあわせ，開発動向と都市形態の

関連性について分析を行う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ インテグレーション値（三日月） 

図－３ インテグレーション値（広域） 

図－４ 農地転用件数 図－５ 農地転用面積（㎡） 



 

 

４．１．字別の開発動向 

 ここでは，三日月地区における開発動向を捉えるため，

字別に農地転用について整理を行った． 

 農地転用件数，面積（図－４，５）についてみてみる

と，いずれも小城地区のＤＩＤに隣接する本告，久米，

甘木及び国道２０３号線沿いの大寺，戌，樋口，深町，

久本で高い値を示している． 

 

４．２．開発動向と都市形態との関連分析 

 字別の都市形態について，前章で分析したインテグレ

ーション値を用い，アクシャルラインを字別に分割し，

分割されたアクシャルラインの長さによりインテグレー

ション値を按分し合算したものを字ごとのインテグレー

ション値の代表値とし分析を進める． 

 図－６は三日月地区内のみの，図－７は広域のアクシ

ャルマップを用いた分析結果である．両図の示す値は，

字別のインテグレーション値の代表値である．これらの

図の比較より，地区内のみの移動効率と地区外を含めた

移動効率ではその分布傾向が異なることが読み取れる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，表－１は，各インテグレーション値と農地転用

件数及び面積との相関分析を行った結果である．この結

果，三日月地区内のみのインテグレーション値と農地転

用件数及び面積とは有意な相関関係は見られなかった． 

一方，広域的な範囲設定から得られたインテグレーシ

ョン値については，農地転用の件数と農地転用の面積に

関してやや弱い相関関係が確認できた． 

これらの結果を踏まえると，三日月地区は都市形態的

には三日月地区内ではなく，地区外の移動効率に対応し

て形成されていることが推察される． 

 

 インテグレーション値

（三日月地区内） 

インテグレーション値

（広域） 

農地転用件数 0.033 0.470** 

農地転用面積 -0.001 0.478** 

**１％水準で有意 

 

５．まとめ 

 スペースシンタックス理論を適用し，複眼的に都市形

態を捉え，農地転用による開発動向との関連性の一端を

明らかにした．スペースシンタックス理論による都市形

態解析は，移動効率に主眼を置いているため，本研究に

おいては必ずしも対象地区の都市形態の全容が明らかに

なったわけではない．しかし，移動効率という都市形態

における非常に重要な要素を解明していくひとつの手が

かりになるのではないかと思われる．また，空間スケー

ルを変化させてスペースシンタックス理論を適用するこ

とにより，市街地形成の空間的な指向性としてその市街

地がどのような範囲のシステムの中に位置づけられるの

かを数値的に解明することが可能になることが期待され

る． 
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図－６ インテグレーション値

（三日月地区内） 

図－７ インテグレーション値

（広域） 

表－１ 相関係数 


